　地球環境問題に関する基礎研究グループ活動計画（案）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００３．１１．７

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高田　潤

	研究課題１
	　地球史と地球温暖化

	研究目的
	　地球史の視点から今日の地球温暖化問題を解析し、その真実を探究する。

	研究の背景
	　今日の地球温暖化問題について、人間活動による大気中の二酸化炭素濃度の増大が指摘されている。一方で、異論を唱える学者や国家が存在する。そこで、定説について地球史と関連づけて解析し、検証を行う。

	研究の着眼点と結果の整理
	　原始地球の大気の大部分を占めていた二酸化炭素が地球活動に伴ってどのように地球内外に固定・排出され、その濃度が変遷していったのか整理する。また、その過程における生物の誕生と進化に伴う酸素濃度の変遷、太陽からの入射熱量の変化などとも関連づけて地球誕生以来の気候変動を把握し、今日の地球温暖化問題について考える。さらに、炭素循環の視点から今日の生態系のバランス崩壊と地球環境悪化の関係についても整理する。

	研究成果
	　小学生高学年レベルでも地球史と関連させて今日の地球温暖化が理解できるような解説書を作成する。

　できれば「絵とき・地球史と地球環境の変貌」（仮題）を執筆したいと考えている。

	実施時期
	　２００３～２００５年


＊成果内容については、順次定例会において中間報告を行い討議により修正する。

	研究課題２
	　地球環境問題の文献調査

	研究目的
	　地球環境問題全般についての知識を習得する。

	研究の背景
	　環境NPOを目指す上において、スタッフは地球環境問題全般に関する基礎知識を習得しておくことが望ましい。

	調査項目および結果の整理
	オゾン層破壊、酸性雨問題、大気・河川・海洋汚染、経済のグローバル化と環境破壊問題、森林破壊、人口爆発問題、廃棄物問題、交通問題、環境保全のための経済施策（環境税、炭素税、CO2排出権取引、デポジット制度等）等幅広い地球環境問題に関する知識を文献調査、現地調査などにより順次研究調査を進め、勉強会を通じて討議を重ね解説資料としてまとめる

先ず、オゾン層破壊から調査研究を開始するが、その他の項目については他のグループとも関連しているので連携し、活動を行いたいと考えている。

	研究成果
	　将来、当研究会のメンバーが主体となって環境講習会事業を展開

する場合の参考資料とする。

	実施時期
	　２００３年１１月～


＊成果内容については、順次定例会において中間報告を行い討議により修正する。

